
 

グループ名 ユニット名等 科  目  名 担当教員名 対象学年次 学 期

自己発見 
2 単位 

地域を知る 
地域フィールドワーク 佐藤浩央 2 年次 秋 

 
授業のキーワード 地域社会、社会調査、フィールド 

授業の概要・目的 
本講義の目的は、フィールドワークおよび文献調査を実施することにあります。主に、群馬県

内各市町村を対象として、その社会構造およびその自治体が抱える諸問題を検討してゆきます。

履修のアドバイス・ 
前提科目等 

コミュニティとガバナンス（春学期）に関連した講義です。また講義は、受講生諸君がテーマ

に沿った調査と報告をすることにより進められます。 
 
授 業 展 開 
 テーマ 内   容  テーマ 内   容 
第 
１ 
講 

授業概要の説

明 
本講義の対象、調査方法、授業予定

およびグループ分け等について。 
第

９

講

調査報告④ 調査結果の報告、およびそのコメン

タリー。 

第 
２ 
講 

中間報告① 各班単位での調査に関する中間報

告、およびそのコメンタリー。 
第

10
講

中間報告⑤ 各班単位での調査に関する中間報

告、およびそのコメンタリー。 

第 
３ 
講 

調査報告① 調査結果の報告、およびそのコメン

タリー。 
第

11
講

調査報告⑤ 調査結果の報告、およびそのコメン

タリー。 

第 
４ 
講 

中間報告② 各班単位での調査に関する中間報

告、およびそのコメンタリー。 
第

12
講

中間報告⑥ 各班単位での調査に関する中間報

告、およびそのコメンタリー。 

第 
５ 
講 

調査報告② 調査結果の報告、およびそのコメン

タリー。 
第

13
講

調査報告⑥ 調査結果の報告、およびそのコメン

タリー。 

第 
６ 
講 

中間報告③ 各班単位での調査に関する中間報

告、およびそのコメンタリー。 
第

14
講

中間報告⑦ 各班単位での調査に関する中間報

告、およびそのコメンタリー。 

第 
７ 
講 

調査報告③ 調査結果の報告、およびそのコメン

タリー。 
第

15
講

調査報告⑦ 調査結果の報告、およびそのコメン

タリー。 

第 
８ 
講 

中間報告④ 各班単位での調査に関する中間報

告、およびそのコメンタリー。 評 価 方 法 
出席 30％、調査報告 70％ 

備 考 
（関連する資格・試験等） 

定期試験は行いません（第 15 講も通常講義です）。 

使用する教科書（必ず購入してください） 参 考 文 献 
特になし。講義は報告者のレジュメに沿って進めます。 佐藤郁也(1992)『フィールドワーク』新曜社 


